
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 

加
治
木
教
会 

報
徳
祭
に
引
き
続
き 

矢
野
政
美
大
人
二
十
五
年
祭 

矢
野
サ
ダ
子
真
心

白
萩

大
刀
自
十
年
祭 

仕
え
ら
れ
る 

二
月
二
十
六
日(

日)

加
治
木
の
町
に
は

梅
の
季
節
が
す
ぎ
早
咲
き
の
河
津
桜
が
開

く
季
節
を
迎
え
る
中
、
甘
木
親
教
会
よ
り

安
武
道
義
親
先
生
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
、

安
武
親
先
生
に
ご
祭
主･

ご
教
話
を
お
仕

え
い
た
だ
き
、
加
治
木
教
会
の
報
徳
祭
に

引
き
続
い
て
矢
野
政
美
大
人
二
十
五
年
祭
、

矢
野
サ
ダ
子
真
心
白
萩
大
刀
自
十
年
祭
の

式
年
祭
を
お
仕
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

報
徳
祭
の
祭
詞
で
は
、
金
光
四
神
様
は

も
と
よ
り
、
教
祖
様
の
奥
様(

一
子
大
神
様
）、

第
一
世
管
長
様
、
歴
代
金
光
様
を
は
じ
め

先
覚
先
師
の
ご
霊
神
様
方
は
「
神
も
助
か

り
、
氏
子
も
立
行
く
」
神
人
の
道
を
現
わ

さ
れ
、
生
神
金
光
大
神
取
次
の
御
働
き
に

よ
り
ま
し
て
、
多
く
の
人
が
救
い
助
け
ら

れ
今
日
ま
で
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
き
て
い
る
、
そ
の
ご
精
神
を
改
め
て

頂
き
、
尊
き
御
働
き
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
内
容
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。 
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加
治
木
教
会 

報
徳
祭
に
引
き
続
き 

矢
野
政
美
大
人
二
十
五
年
祭 

矢
野
サ
ダ
子
真
心

白
萩

大
刀
自
十
年
祭 

仕
え
ら
れ
る 

 

報
徳
祭
に
引
き
続
い
て
、
甘
木
親
教
会

安
武
道
義
親
先
生
ご
祭
主
の
も
と
、
加
治

木
教
会
前
教
会
長 

矢
野
政
美
大
人
二
十

五
年
祭
、
夫
人
矢
野
サ
ダ
子
真
心
白
萩
大

刀
自
十
年
祭
が
仕
え
ら
れ
、
生
涯
を
お
道

の
御
用
に
捧
げ
て
神
も
助
か
り
氏
子
も
立

ち
行
く
御
用
に
真
心
を
込
め
て
尽
力
さ
れ

通
さ
れ
た
こ
と
を
偲
び
称
え
ら
れ
る
内
容

の
祭
詞
が
奏
上
さ
れ
、
ご
祭
典
後
ご
教
話

を
お
仕
え
下
さ
い
ま
し
た
。 

          

「
五
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
五
類
に

引
き
下
げ
」
と
発
表
さ
れ
て
は
い
た
も
の

の
十
分
に
収
ま
り
き
っ
て
い
な
い
た
め
、

あ
る
程
度
の
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
式

年
祭
を
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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加
治
木
教
会 

月
例
祭
に
併
せ
て 

春 
季 

霊 

祭 

仕
え
ら
れ
る 

 

加
治
木
の
町
の
里
山
に
山
桜
が
咲
き
出
し

た
「
春
分
の
日
」
の
三
月
二
十
一
日
、
加
治
木

教
会
で
は
月
例
祭
に
併
せ
て
春
季
霊
祭
が
仕

え
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
祭
典
は
、
ご
神
前
で
月
例
祭
と
春
季
霊
祭

の
祭
詞
が
奏
上
さ
れ
、
ご
霊
前
へ
の
転
座
後
、

お
道
の
御
用
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
、
加
治
木

教
会
に
お
祀
り
さ
れ
て
あ
る
、
お
道
の
教
師
の

ご
霊
神
様
方
を
は
じ
め
、
教
徒
・
信
徒
の
ご
霊

神
様
方
に
、
御
礼
申
し
お
称
え
申
し
上
げ
る
祭

詞
が
奏
上
さ
れ
、
三
百
数
十
柱
の
み
名
を
読
み

上
げ
る
霊
神
祭
詞
が
奏
上
（
こ
の
儀
式
の
こ
と

は
「
お
呼
び
出
し
」
と
も
言
わ
れ
る
）
さ
れ
た

後
、
参
拝
者
全
員
が
順
に
玉
串
を
奉
奠
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          

【
今
月
号
表
紙
の
御
歌
】 

身
を
忘
れ 

家
を
忘
れ
て
道
の
た
め 

つ
く
す
心
ぞ 

真
な
る
ら
む 

 

（
安
武
松
太
郎
師
御
歌
）  

       
〈
自
分
の
こ
と
も
家
の
こ
と
も
忘
れ
て

信
心
に
一
生
懸
命
に
な
り
な
さ
い
〉
と
だ

け
受
け
取
っ
て
は
誤
り
が
あ
り
ま
す
。 

安
武
松
太
郎
先
生
ご
自
身
が
、
入
信
の

翌
年
に
教
師
を
志
願
さ
れ
て
、
第
一
回
目

に
小
倉
教
会
に
入
所
さ
れ
た
時
に
、
金
光

四
神
様(

二
代
金
光
様)
か
ら
「
う
ち
の
息
子

は
信
心
の
ぼ
せ
と
い
う
こ
と
で
は
調
う
ま

い
」
と
、
ご
両
親
が
承
服
さ
れ
な
い
ま
ま

に
教
会
修
行
に
入
ら
れ
た
こ
と
が
ご
神
慮

に
添
わ
な
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
教
師
に

な
る
こ
と
を
断
念
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
十
年
間
、
信
者
の
立
場
で
信

心
を
進
め
ら
れ
、
家
族
・
親
族
・
近
郷
近

在
の
人
た
ち
に
お
道
の
信
心
を
伝
え
、
助

け
導
き
、
神
様
の
有
り
難
い
こ
と
が
十
分

浸
透
し
た
十
年
後
に
、
再
び
お
道
の
教
師

に
志
す
機
会
を
得
る
と
い
う
道
を
た
ど
ら

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
安
武
松
太
郎
先
生
は
小
倉
教
会

に
参
拝
さ
れ
る
時
に
は
、
家
の
仕
事
を
前

日
ま
で
に
き
ち
ん
と
片
付
け
、
ご
両
親
や

ご
家
族
が
心
配
さ
れ
な
い
よ
う
に
段
取
り

を
つ
け
て
、
教
会
参
拝
を
さ
れ
る
よ
う
心

が
け
て
お
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
信
心
姿
勢

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
矢
野
家
に
も
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
矢
野
政
美
先
生
は
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

無
責
任
で
、
向
こ
う
見
ず
で
、
身
勝
手

な
、
虫
の
イ
イ
信
心
の
あ
り
方
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
シ
ッ
カ
リ
と
押
え
て
お
く
べ

き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
お
道
の
信
心
に
よ
り
、
わ
が
身

も
我
が
家
も
な
く
な
る
よ
う
な
病
難
・
苦

難
か
ら
救
わ
れ
て
、
せ
め
て
お
礼
に
お
道

の
御
用
に
尽
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

わ
が
身
わ
が
家
を
挙
げ
て
信
心
に
励
み
い

そ
し
ま
れ
た
人
は
少
な
く
な
あ
り
ま
せ
ん
。 
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感 

詠  

（教
会
長
） 

 
い
か
ほ
ど
に
み
祭
り
仕
え
ゆ
く
よ
り
も 

進
み
行
き
た
る
信
心
を
問
う 

 

ゆ
る
や
か
に
夜
の
明
け
方
が
早
く
な
り 

春
運
び
く
る
こ
と
を
喜
び 

 

東
北
の
震
災
か
ら
の
十
二
年 

忘
れ
て
な
ら
じ
常
に
備
え
て 

 

地
震
あ
り
洪
水
あ
り
と
い
う
天
地 

そ
が
み
恵
の
中
の
人
類 

 

豊
か
な
る
季
節
と
水
の
あ
る
日
本 

地
殻
変
動
あ
り
て
こ
そ
あ
り 

 

列
島
や
高
き
山
々
あ
り
て
こ
そ 

瑞
穂
の
国
は
豊
か
な
り
け
り 

 

山
桜
美
し
く
咲
き
足
下
の 

ス
ミ
レ
も
さ
ら
に
可
憐
に
咲
き
ぬ 

    

 

あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
水
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
金
）
甘
木
親
教
会
御
礼
参
拝 

４
（
土
）
信
国
家
霊
祭 

９
（
木
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
金
）
報
徳 

月
例
祭
10
時
半 

13
（
月
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

18
（
土
）
～
19(

日)

典
楽
講
習
会
（
鹿
児
島
教
会
） 

20
（
月
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

21 (

祝
火)

春
季
霊
祭･

月
例
祭
10
時
半 

                 

ご
霊
神
様
の
お
立
ち
日 

四 

月 
 

 

平
島
厳
廼
正
明
聡
根
彦 

之
霊
神 

 
 

 
 

 
 

 

（１
日
）昭
和
19
年 

前
田
重
吉 

之
霊
神

（４
日
）大
正
５
年 

福
元 

節 

之
霊
神

（２
日
）昭
和
59
年 

中
野 

勇 

之
霊
神

（３
日
）平
成
11
年 

前
田
シ
ナ 

之
霊
神

（４
日
）昭
和
20
年 

小
坂
カ
ネ
チ
ヨ 

之
霊
神

（５
日
） 

前
田
ソ
エ 

之
霊
神

（６
日
）昭
和
39
年 

中
村
ミ
ツ
エ
春
霞
刀
自
之

霊

神 

（７
日
）令
和
３
年 

 
 

松
田
浅
右
衛
門 

之
霊
神

（８
日
）昭
和
28
年 

安
武
孝
子
玉
依
姫 

之

霊

神 （９
日
）昭
和
50
年 

 

汰
木
美
之
助 

之
霊
神

（
11
日
）昭
和
24
年 

瀬
尾
雅
博 

之
霊
神

（
12
日
）平
成
３
年 

小
坂
ミ
ツ
エ 

之
霊
神

（
24
日
）平
成
25
年 

市
薗
千
賀
子 

之
霊
神

（
19
日
）平
成
13
年 

中
島
武
彦 

之
霊
神

（
26
日
）昭
和
51
年 

三
反 

礫 

之
霊
神

（
29
日
）昭
和
48
年 

 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、

霊
前
で
霊
祭
を
お
仕
え
し
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て

い
ま
す
。 
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四
月
四
日(

火)
 

午
前
十
時
半
よ
り 

月
例
祭
に
併
せ
て 

勧 
学 
祭 

 

奉
仕 

健
康
な
成
長
と
学
業
成
就
の
、
御
礼
と 

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

※
参
拝
の
少
年
少
女
に
は
お
直
会
が
あ
り
ま
す
。 

 

四
月
二
十
五
日(

火)
 

ご
 

祭

 

典 
  

 
 

午
前
十
一
時
よ
り 

甘
木
親
教
会 

天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

 

五
月
七
日(

日)
 

午
前
十
一
時
よ
り 

加
治
木
教
会 

 
 
 

 
 

天
地
金
乃
神
御
大
祭 

奉
仕 

ご
祭
典
後
ご
教
話 

 
 

講
師
先
生
に
よ
り 

 

《
御
大
祭
》 

四
月 

十
六
日(

日)
  

多
良
木
教
会 

五
月
二
十
一
日(

日)
 

人 

吉 

教 

会 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

４
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
～
２
（
日
） 

 

●
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

３
（
月
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

４
（
火
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

併
せ
て 

勧 

学 

祭 

９
（
日
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
月
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

14
（
金
）
連
合
会 

執
行
部
会 

十
時
半
～ 

鹿
児
島
教
会 

16
（
日
）
多
良
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

21
（
金
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

25
（
火
）
甘
木
親
教
会 

御
大
祭 

30
（
日
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

※ (

連)

青
少
年
行
事
企
画
会
議 

《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

 
 

四
月
二
十
三
日
～
五
月
二
日 

御
大
祭
奉
迎 
信
行
期
間 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
十
五
分 

・
午
前
十
時 

  

…
… 

５
月 

…
…
…
… 

１
（
月
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

３
（
祝･

水
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

６
（
土
）
準 

備 

御 

用 

10
時 

７
（
日
）
●
加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

９
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
水
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

20
（
土
）
少
年
少
女
会 

野
外
調
理 

21
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

〃 
 
 

清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
月
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

31
（
水
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

  

「改
ま
り
の
願
い
」(

加
治
木
教
会) 

 

自
己
中
心
の
信
心
か
ら 

親
神
様
の
御
立
場
に
立
った
信
心
に
、 

親
神
様
を
使
う
信
心
か
ら 

親
神
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き 

 
 

 

ご
安
心
い
た
だ
く
信
心
に
、 

お
か
げ
を
信
じ
る
信
心
か
ら 

親
神
様
・ご
神
慮
を
信
じ
る
信
心
に
、 

 
 

 
 

改
ま
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。 

 

 


